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大
し
め
縄
の
撚
り
あ
わ
せ
（
飯
南
町
）

　
日
本
一 

大
し
め
縄
の
里 

飯
南
町
。
日
本
最
大
と
さ
れ
る
出
雲
大
社
神
楽
殿
の
大
し
め
縄
づ
く
り
の
最
終
工
程

で
あ
る
「
撚
り
あ
わ
せ
」
作
業
の
様
子
で
す
。
長
さ
16
メ
ー
ト
ル
の
２
本
の
ワ
ラ
束
を
ク
レ
ー
ン
と
人
力
で
撚
り

あ
わ
せ
、
長
さ
13
・
５
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な
し
め
縄
に
仕
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
大
し
め
縄
が
平
成
30
年
７
月
、
６
年
ぶ
り
に
新
調
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
道
の
駅 

頓
原
隣
り
に
あ
る
飯
南

町
大
し
め
な
わ
創
作
館
で
、
製
作
作
業
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

４月～７月
大しめなわ創作館で大しめ

縄づくりの様子が公開 

されるニャ。
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　平成29年12月26日、平成29年雲南広域連合12月定例会を開催しました。
　この議会には次の議案を提出し、いずれも原案のとおり可決・認定されました。

議決された事項
○職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について
　平成29年人事院勧告等の状況を踏まえて、職員に対して支給する給与及び諸手当に
ついて所要の改正をしました。

○平成29年度雲南広域連合一般会計補正予算（第３号）
　既定額に歳入歳出41,416千円を追加し、総額を1,459,423千円としました。
　【主な内容】
　　・人件費　　　　1,203千円
　　・消防救急デジタル無線整備費返還金　　　 40,213千円

○平成29年度雲南広域連合介護保険特別会計補正予算（第２号）
　既定額に歳入歳出102千円を追加し、総額を7,924,091千円としました。
　【主な内容】
　　・人件費　　　102千円

　雲南広域連合

議 会 報 告
平成29年

12月
定例会
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第
７
期
計
画
に
お
い
て
は
、
高
齢
者
人
口
が
減
少
傾
向
と
な
り
、
要
介

護
認
定
者
も
小
幅
な
が
ら
減
少
す
る
と
推
計
し
て
お
り
ま
す
が
、
居
宅
や

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
伸
び
、
１
号
被
保
険
者
負
担
率
の
１
％
ア
ッ
プ

等
に
よ
り
、保
険
料
負
担
額
は
増
額
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
基
金
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
上
昇
幅
を
抑
制
し
、
第
７
期
の

基
準
月
額
保
険
料
は
、
第
６
期
に
対
し
５
０
０
円
増
額
の
５
︐９
０
０
円

に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

審
議
会
の
委
員
の
皆
様
か
ら
は
、
高
齢
者
を
地
域
全
体
で
支
え
る
地
域

包
括
ケ
ア
や
介
護
予
防
、
介
護
職
員
の
確
保
に
さ
ら
に
取
り
組
む
よ
う
ご

意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
高
齢
者
の
皆
様
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自

立
し
た
生
活
が
送
ら
れ
る
よ
う
、
今
後
と
も
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
度
に
は
、
居
宅
支
援
事
業
所
指
定
の
権
限
が
県
か
ら

市
町
村
へ
移
管
さ
れ
ま
す
の
で
、
当
広
域
連
合
に
お
い
て
も
そ
の
業
務
を

担
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　 

地
域
振
興
事
業

　

平
成
28
年
度
に
事
務
事
業
及
び
組
織
機
構
の
見
直
し
検
討
を
行
い
、
平

成
29
年
度
か
ら
新
た
に
「
広
域
的
に
行
う
事
務
の
調
査
研
究
」
を
担
当
す

る
企
画
課
を
設
置
し
、
業
務
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
観
光
振
興
を
継
続
し
な
が
ら
、
構
成
市

町
の
協
力
を
得
て
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
」
に
お
け
る
広

域
連
携
の
可
能
性
調
査
や
共
通
課
題
の
洗
い
出
し
を
行
っ
た
ほ
か
、「
出

雲
た
た
ら
村
で
の
観
光
情
報
発
信
」「
ミ
ス
・
ユ
ニ
バ
ー
ス
フ
ァ
イ
ナ
リ

ス
ト
に
よ
る
観
光
Ｐ
Ｒ
」「
泉
佐
野
市
と
の
特
産
品
相
互
取
扱
協
定
に
よ

る
交
流
」
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、
雲
南
圏
域
の

　
　
平
成
30
年
２
月
定
例
議
会

広
域
連
合
長
所
信
表
明

　
平
成
30
年
２
月
雲
南
広
域

連
合
議
会
定
例
会
に
あ
た

り
、
速
水
連
合
長
は
、
介
護

保
険
事
業
を
は
じ
め
、
広
域

連
合
運
営
に
関
す
る
基
本
的

な
考
え
方
と
主
要
施
策
に
つ

い
て
、
所
信
の
一
端
を
述
べ

ま
し
た
。

　
　
　 

介
護
保
険
事
業

　

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
７
月
か
ら
５
回

に
わ
た
り
介
護
保
険
事
業
計
画
審
議
会
で
ご
審
議
い
た
だ
き
、
本
年
２
月

５
日
に
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
熱
心
に
ご
議
論
い
た
だ
き
ま
し
た
委

員
の
皆
様
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

1
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総
合
的
、
一
体
的
な
振
興
発
展
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
取
り
組
み
で
あ
り
ま
す
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
」
に
つ

き
ま
し
て
は
、
構
成
市
町
と
連
携
し
な
が
ら
台
湾
旅
行
事
業
者
の
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
実
施
な
ど
雲
南
圏
域
へ
の
誘
客
に
向
け
努
力
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
は
、
宿
泊
や
施
設
利
用
に
対
す
る
補
助
制
度
を
新
た
に
設

け
る
と
と
も
に
、
11
月
後
半
に
台
湾
で
予
定
さ
れ
て
い
る
「
２
０
１
８
台た
い

北ぺ
い

国こ
く

際さ
い

旅た
び

展て
ん

」
に
出
展
を
計
画
し
て
お
り
、
雲
南
圏
域
の
魅
力
を
積
極
的

に
発
信
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　 

下
水
道
事
業
及
び
し
尿
処
理
事
業

　

本
年
度
か
ら
稼
働
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
公
共
下
水
道
・
汚
泥
共
同
処

理
施
設
「
雲
南
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
は
、
特
に
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な

く
安
定
し
た
汚
泥
処
理
を
継
続
し
て
お
り
ま
す
。

　

国
は
、
国
土
交
通
省
、
農
林
水
産
省
、
環
境
省
、
総
務
省
の
関
係
省
庁

が
連
携
し
、
汚
水
処
理
の
広
域
化
・
共
同
化
の
基
本
方
針
を
本
年
度
決
定

し
、平
成
30
年
度
以
降
実
施
に
移
す
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、

当
広
域
連
合
の
圏
域
す
べ
て
の
生
活
排
水
汚
泥
を
一
括
処
理
す
る
汚
泥
共

同
処
理
事
業
は
、
ま
さ
に
、
国
の
施
策
に
先
ん
じ
た
事
業
と
し
て
高
く
評

価
さ
れ
て
お
り
、
国
土
交
通
省
で
は
、
先
進
事
例
と
し
て
全
国
に
紹
介
さ

れ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
大
規
模
災
害
に
備
え
、
本
年
１
月
17
日
、
日
本
下
水
道
事
業
団

と「
下
水
道
施
設
災
害
支
援
協
定
」を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。
地
震
、豪
雨
、

洪
水
、
地
す
べ
り
、
土
石
流
、
噴
火
な
ど
の
自
然
災
害
発
生
時
に
、
同
事

業
団
か
ら
技
術
支
援
を
受
け
、
迅
速
な
復
旧
を
図
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
に
つ
い
て
、
中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ

た
計
画
的
な
経
営
基
盤
の
強
化
と
財
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
向
上
に
資
す
る

た
め
、
地
方
公
営
企
業
法
に
規
定
さ
れ
た
公
営
企
業
会
計
を
平
成
32
年
度

か
ら
適
用
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
平
成
30
年
度
、
平
成
31
年
度
の

２
ヵ
年
で
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　 

消
防
業
務

　

雲
南
消
防
本
部
の
平
成
29
年
中
の
災
害
出
動
状
況
は
、
火
災
出
動
が
26

件
で
前
年
に
比
べ
て
５
件
の
減
少
と
な
っ
た
一
方
、
救
急
出
場
が
２
，３

８
５
件
で
、
前
年
比
１
８
４
件
増
加
し
、
消
防
本
部
発
足
以
来
最
多
の
出

場
件
数
と
な
り
ま
し
た
。
救
助
出
動
は
71
件
で
、
前
年
比
16
件
の
増
加
で

あ
り
ま
し
た
。

　

消
防
本
部
で
は
、
近
年
の
救
急
需
要
の
増
加
や
地
震
、
台
風
、
火
災
な

ど
の
大
規
模
な
災
害
に
備
え
、
平
成
30
年
度
に
お
い
て
雲
南
消
防
署
の
高

規
格
救
急
自
動
車
の
更
新
、
消
防
ポ
ン
プ
付
き
屈
折
は
し
ご
自
動
車
の

オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
今
後
、
さ
ら
に
高
ま
る
住

民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
一
層
の
体
制
等
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
度
は
、
第
70
回
を
迎
え
る
島
根
県
消
防
大
会
及
び
第

62
回
島
根
県
消
防
操
法
大
会
が
雲
南
市
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
操
法
大
会
へ
出
場
さ
れ
る
管
内
消
防
団
へ
の
指
導
体
制
の
強
化
を
図

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

4
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　平成30年２月21日、
平成30年雲南広域連合
議会２月定例会を開催し
ました。今回の議会には
次の議案を提出し、原案
通り可決されました。

議決された事項

○職員の給与の特例に関する条例の制定について
　職員の給与の減額措置を行うため条例制定をしました。

○雲南広域連合非常勤職員の報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例
について

　雲南広域連合行政不服審査会条例に基づき、行政不服審査会の報酬等に係る規定を追
加する等所要の改正をしました。

○雲南広域連合手数料条例の一部を改正する条例について　　　
　地方公共団体の手数料の標準に関する政令の改正に伴い、危険物等の設置許可申請等
に係る審査手数料の所要の改正をしました。

○雲南広域連合介護保険条例の一部を改正する条例について
　第７期介護保険事業計画による介護保険料の改正及び介護保険法等の改正に伴う所要
の改正をしました。
　【主な内容】
　　・平成30年度から平成32年度までの介護保険料基準額　5,400円⇒5,900円
　　・指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等の規定の追加等
　　　条例制定をしました。

　雲南広域連合

議 会 報 告
平成30年

２月
定例会
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○平成29年度雲南広域連合一般会計補正予算（第４号）
　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ4,790千円を増額し、歳入歳出予算の総額は
歳入歳出それぞれ1,464,213千円となりました。
　【主な内容】
　　・消防施設費 ほか

○平成29年度雲南広域連合介護保険特別会計補正予算（第３号）
　歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ40,605千円を減額し、歳入歳出予算の総
額は歳入歳出それぞれ7,883,486千円となりました。
　【主な内容】
　　・保険給付費、地域支援事業費 ほか

○平成29年度雲南広域連合下水道事業特別会計補正予算（第２号）
　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ10,125千円を増額し、歳入歳出予算の総額
は歳入歳出それぞれ363,242千円となりました。
　【主な内容】
　　・汚泥処理費 ほか

○平成30年度雲南広域連合一般会計予算
　歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ1,339,791千円と定めました。
� （詳細は、７ページ）

○平成30年度雲南広域連合介護保険特別会計予算
　歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ7,906,457千円と定めました。
� （詳細は、８ページ）

○平成30年度雲南広域連合下水道事業特別会計予算
　歳入歳出の予算の総額は、歳入歳出それぞれ284,147千円と定めました。
� （詳細は、９ページ）
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　当初予算は1,339,791千円です。前年度当初予算と比べて、29,777
千円（対前年度比約2.2％）の減額となりました。

■【歳　入】
　主なものとして構成市町負担金1,288,738千円があります。前年度対比△38,580千円減額

平成30年度 雲南広域連合当初予算の概要

一 般 会 計

市町負担金
1,288,738千円

（96.2%）

使用料及び手数料
2,010千円（0.2%）

国庫支出金
5,092千円（0.4%）

県支出金
10,246千円（0.8%）

財産収入
13,661千円（1.0%）

寄付金 1千円（0.0%）

繰越金 17,343千円（1.3%）

繰入金 2千円（0.0%）

諸収入 2,698千円（0.2%）

消防費
1,074,923千円

（80.2%）

公債費
149,635千円（11.2%）

諸支出金 5千円（0.0%）

予備費 2,000千円（0.1%）
議会費
1,296千円（0.1%）

総務費
101,448千円（7.6%）

民生費
10,484千円（0.8%）

一般管理費
75,146千円
（74.1%）

企画費
18,722千円
（18.5%）

文書広報費
1,773千円（1.7%）

会計管理費
237千円（0.2%）

財産管理費
5,386千円（5.3%）

選挙管理委員会費
91千円（0.1%）

監査委員費
93千円（0.1%）

（△2.9%減）

■【歳　出】
○総務費（101,448千円）の主な使いみち
一般管理費………………………………… 75,146千円　

　　・人件費（再任用職員、一般職員、派遣職員、嘱託
職員）

　　・総務管理事業（財務・給与システム元号変更対応
改修事業及びしまねセキュリティクラウド事業）
ほか

文書広報費……………………………………1,773千円
　・広報費ほか
財産管理費……………………………………5,386千円　
　・庁舎管理費ほか
企画費……………………………………… 18,722千円
　・人件費（観光コーディネーター）
　・企画事業費
　・うんなん観光振興事業
インバウンド事業…訪日団体旅行誘客促進事業
　　　　　　　　　（宿泊助成等）
うんなん観光ＰＲ事業…県外でのイベント参加と
　　　　　　　　　　　主催事業による観光ＰＲ
おくいずも女子旅つくる!委員会事業…
　　　　　　　　　情報発信と「食」をキーワー
　　　　　　　　　ドにしたプロジェクトほか
うんなん周遊観光型事業…広域周遊型事業

○消防費（1,074,923千円）の主な使いみち
常備消防費…………………………… 1,008,780千円　
　・人件費（一般職員）
　　・出動関係需用費等（燃料・消耗品・資機材等の整

備等）
　・庁舎・車両関係役務費・委託料等
消防施設費………………………………… 66,143千円
　・消防はしご自動車整備事業
　・高規格救急自動車整備事業
　・消防庁舎整備事業
　・消防救急デジタル無線維持管理事業

【歳　入】

【歳　出】

【総務費の内訳】

平成30年度一般会計予算
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　当初予算額は7,906,457千円で、前年度当初予算と比べて
158,253千円（対前年度比約2.0%）の増額となりました。

主な使いみち

介護保険特別会計

○保険給付費…………………………… 7,247,162千円
　要介護（支援）認定者が居宅・施設・地域密着型サー
ビスなどの介護保険サービスを利用したときにかかる費
用のうち、自己負担分（通常１割（所得が高い方は２割
または３割））を除いた部分のことで、雲南広域連合が
負担する費用です。
　給付費を「第７期介護保険事業計画」に基づき計上し
ています。
○地域支援事業費………………………… 442,604千円
　介護予防・日常生活支援総合事業は訪問型サービス・
通所型サービスに伴う給付費及びケアマネジメントに係
る費用です。
　一般介護予防事業及び任意事業は、介護予防及び介護
給付適正化などに係る費用です。
　包括的支援事業・社会保障充実分は、地域包括支援セ
ンター運営及び生活支援コーディネーターの配置などに
係る費用です。
○総務管理費……………………………… 153,029千円
　職員給与、認定審査専門員、認定調査員等の人件費や
賃金、事務費、電子機器のシステム改修や維持管理及び
介護人材育成確保に係る費用です。
○徴収費……………………………………… 4,040千円
　介護保険料通知書発送等の賦課徴収に係る費用です。
○介護認定審査会費…………………………41,697千円
　認定審査会委員報酬、主治医意見書作成料及び認定調
査の委託料等の費用です。
○趣旨普及費………………………………… 1,395千円
　制度改正に伴うパンフレット作成経費、広報印刷に係
る費用です。
○事業計画審議会費…………………………… 527千円
　事業計画審議会、地域包括支援センター運営協議会及
び地域密着型サービス運営委員会に係る費用です。

【歳　入】

国庫支出金
2,087,080千円

（26.4%）

県支出金
1,125,913千円
（14.2%）

寄付金 1千円（0.0%）

財産収入 19千円（0.0%）

繰入金 10,485千円（0.1%）

繰越金 4千円（0.0%）

諸収入 16千円（0.0%）

使用料及び手数料
1千円（0.0%）

支払基金交付金
（第2号被保険者
保険料）
2,032,170千円
（25.7%）

市町負担金
1,170,229千円

（14.8%）

保険料（第1号
被保険者保険料）
1,480,539千円
（18.7%）

支払基金交付金
（第2号被保険者
保険料）
2,032,170千円
（25.7%）

市町負担金
1,170,229千円

（14.8%）

保険料（第1号
被保険者保険料）
1,480,539千円
（18.7%）

【保険給付費の内訳】

介護サービス等諸費, 
6,445,784 , 89%介護サービス等諸費

 6,445,784千円
（88.9%）

介護予防
サービス等諸費
236,623千円（3.3%）

審査支払手数料
7,854千円（0.1%）

高額サービス等費
145,400千円（2.0%）

高額医療合算サービス等費
20,000千円（0.3%）

市町村特別給付費
16,500千円（0.2%）

特定入所者
介護サービス等費
375,001千円（5.2%）

【歳　出】

保険給付費
7,247,162千円

（91.7%）

総務費
200,708千円（2.5%）

予備費 1,000千円（0.0%）

公債費 741千円（0.0%）諸支出金 466千円（0.0%）

地域支援事業費
442,604千円（5.6%）

基金積立金
13,776千円（0.2%）

平成30年度介護保険特別会計予算
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　当初予算額は、284,147千円で、前年度当初予算額と比べて、
53,664千円（△15.9％）の減額となりました。下水道事業特別会計 

主な使いみち

○下水道費������������ 250,487千円
　一般管理費　20,331千円／汚泥処理費　230,156千円
○衛生費�������������� 8,838千円
○公債費��������������19,821千円
　地方債の償還

平成30年度下水道事業特別会計予算

【歳　入】

分担金及び負担金
261,774千円

(92.1%)

使用料及び手数料
6,191千円
(2.2%)

諸収入
2,000千円(0.7%)

繰越金
1千円(0.0%)

県支出金
1,081千円(0.4%)

広域連合債
13,100千円(4.6%)

【歳　出】

下水道費
250,487千円
(88.2％）

公債費
19,821千円(7.0%)

衛生費
8,838千円(3.1%)

予備費
5,000千円(1.7%)

諸支出金
１千円(0.0%)

　雲南広域連合では、２月９日（金）から３日間、
広島県三原市で、雲南地域への誘客を図るための観
光情報発信を行いました。
　神明市は、450年も続く備後路に春を告げる祭り

として、旧西国どおりの本町、館町、東町の約２㎞に店が並び、今年は３日間で328,000人の人出
がありました。
　島根和牛のステーキ、猪味噌ラーメン、うんなんオロチの焼きタンタンなど、会場内ではどこにも
ない雲南地域の美味しいものが好評でした。
　２日目は雨に見舞われましたが、昨年度より多くの人出があり、三原市
内外の方々へ雲南地域においでいただくきっかけづくりとなりました。

三原 神明市三原 神明市



10

　１月20日（土）21日（日）
に開催された島根ふるさ
とフェア2018に参加しました。
　今年も広島県広島県立体育館（グリーンアリーナ）で開催されました。
　本年のテーマは、「さあ行こう！ご縁の国 しまねを体感」。
　オープニングでは、奥出雲町の仁多乃炎太鼓の勇壮な太鼓で幕を開け、ふるさとステージでも、仁
多乃炎太鼓による力強い演奏、西日登神楽社中による出雲地方特有の神話を元に神事に沿うように
緩やかに舞う姿は、老若男女問わず多くの方を魅了していました。
　島根のおいしい物を味わえ、神楽などの郷土芸能を楽しめるフェアとあって２日間で16万１千人
の方に来場いただきました。
　今年度の開催で21回目を迎えますが、延来場者数が200万人に達成しました。
　穏やかな天候の中、会場を島根県内の魅力あふれる物産販売と観光ＰＲが行われました。
　このフェアは島根の魅力を広島県の方へ発信し、両県の一層の交流を図る目的で行っています。
　雲南地域からは屋内19業者、屋外６業者が出展し、雲南の魅力を発信しました。

　１月15日（月）の奥出雲町、29日（月）雲南市、
31日（水）飯南町で雪がちらつく寒い中ではあ
りましたが、沢山の方に参加していただきました。
　当日は、うんなんシティ TV の寺田博英さんを
講師にお迎えし、スマートフォンの使い方や、ア
プリの使い方などをはじめ、日頃みなさんが感じ
ていらっしゃる SNS に対する不安や疑問に応え
ていただきました。
　今回の研修は、雲南地域のみなさんが、情報収
集、情報発信ができるようになり、市町の魅力を
知る、地元を好きになってもらう、自分の力で発
信していただけたら…との思いで開催することに
しました。
　近年、誰もが手にしている携帯電話・タブレッ
トですが、使い方がわからない、SNS を始めて
みたい・・・そんな一歩から始まる勉強会でした。
　実際に地域を歩いて、お気に入りの場所や物
事を写真に収めたり、言葉を添えて発信したり、
１人でも多くの方が地域の応援団となってくださ
るきっかけづくりとしていきます。

参加者の皆さんからは、
　「全て理解とはいかなかったが、興味深かっ

たのでまたやっていただきたい。」
　「情報発信の相手に外国人をターゲットと

したハッシュタグをつけることは参考に
なった。」

　「アプリの使い方をまだまだマスターして
いない。勉強が必要であることを感じた。
定期的に実施していただきたい。」

（参加者アンケートから一部抜粋）

島根ふるさとフェア 2018
島根ふるさとフェア 2018

雲南地域の市町で SNS研修会を開催しました
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　２月５日、第７期介護保険事業計画（平成30年度
（2018年度）～平成32年度（2020年度）について、
雲南広域連合介護保険事業計画審議会の藤原卓会長
（写真中央）、山本重明副会長（写真左）から速水広
域連合長に答申が行われました。
　同審議会では、５回の審議を行い、第７期中３年
間の介護保険施策の推進や第１号被保険者の保険料
などについてまとめました。
　雲南広域連合では、この答申を踏まえ雲南地域第
７期介護保険事業計画を策定しました。

　　　  計 画 の 概 要  �
○計画の期間
　平成30年度（2018年度）から平成32年度（2020年度）
までの３年間

○計画の基本理念
　「高齢者がいつまでも自分らしく
� 幸せな生活を続けられる地域」

○基本目標
　・尊厳を持って暮らせる地域
　・生きがいを持って元気に暮らせる地域
　・支え合い、心豊かに暮らせる地域

○基本目標を実現するための重点施策
　・地域包括支援センターの機能強化
　・医療と介護の連携強化
　・認知症施策の推進
　・介護予防・健康づくりの推進
　・自立支援・重度化防止の推進　
　・高齢者の社会参加・生きがいのある生活の推進
　・在宅生活支援の推進
　・多様な住まいの提供
　・高齢者にやさしい地域づくり
　・サービス基盤の整備
　・介護給付適正化の推進

　　　  将　来　推　計  �

①雲南地域の人口及び被保険者数の推計

雲南地域第７期介護保険事業計画に係る答申について

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

平成30年度
（2018年度）

56,475

17,35517,355

16,83316,833

22,287
（39.5％）
22,287
（39.5％）

平成31年度
（2019年度）

55,486

16,79816,798

16,46316,463

22,225
（40.1％）
22,225
（40.1％）

平成32年度
（2020年度）

54,490

16,25716,257

16,13716,137

22,096
（40.6％）
22,096
（40.6％）

平成37年度
（2025年度）

49,409

13,95713,957

14,55114,551

20,901
（42.3％）
20,901
（42.3％）

（人）

■ 65歳以上（高齢化率）
■ 40歳から64歳　　
■ 40歳未満　　
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○介護医療院の創設
　今後増加が見込まれる慢性期の医療・介護ニーズへの対応のため、「日常的な医学管理が必要な重介護者の受入
れ」や「看取り・ターミナル」等の機能と、「生活施設」としての機能を備えた施設が創設されます。

○要介護（支援）認定有効期間の延長
　平成30年４月以降の申請分から更新認定の有効期間の上限が最大で36か月に延長されます。

○利用者負担の見直し
　平成30年８月から、現役並みの所得を有する方のうち合計所得金額が220万円以上かつ年金収入とその他の合
計所得金額を足したものが340万円以上となる方等の負担割合が２割から３割となります。
　※高額介護（予防）サービス費のしくみにより月額の負担上限額（44,400円）があります。

○高額医療合算介護サービス費の見直し
　平成30年８月サービス分から、現役並み所得者の所得要件が細分化され課税所得380万円以上の方の算定基準
額が引き上げられます。

○保険料算定における所得指標の見直し
　これまで長期譲渡所得及び短期譲渡所得に係る特別控除をする前の額で算定していたものを、平成30年度から
は特別控除後の金額で算定します。保険料第１段階から第５段階は、合計所得金額と課税公的年金収入額で判定
されますが、この判定の際、合計所得金額から公的年金に係る所得を控除した後の額を用いて判定することにな
ります。平成30年８月から高額介護サービス費等の給付判定も同様の見直しがあります。

　　　  介護保険制度改正の主なもの  　�

■ 総合事業対象者
■ 要介護認定者　　
■ 要支援認定者　　

■ 地域支援事業費
■ 介護予防給付費　　
■ 介護給付費　　

②要介護（要支援）認定者、総合事業対象者の推計

③介護サービス基盤整備見込

④給付費の推計　

　　・介護医療院　42床　　　・認知症対応型共同生活介護　18床

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000
（人）

平成30年度
（2018年度）

1,0391,039

3,2303,230

550550

1,0241,024

3,2153,215

550550

1,0131,013

3,1833,183

550550

970970

3,1353,135

550550

平成31年度
（2019年度）

平成32年度
（2020年度）

平成37年度
（2025年度）

平成30年度
（2018年度）

平成31年度
（2019年度）

平成32年度
（2020年度）

平成37年度
（2025年度）

（千円）

0

1,000,000

2,000,000

3,000,000

4,000,000

5,000,000

6,000,000

7,000,000

8,000,000

6,447,3726,447,372 6,562,2456,562,245 6,623,8006,623,800 6,837,5286,837,528

236,679236,679 236,679236,679 236,679236,679 242,636242,636442,653442,653 458,612458,612 458,614458,614 453,293453,293
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　　　  保　険　料　基　準　額  　�

　　　  所 得 段 階 別 の 保 険 料（月額）  　　�

第１号被保険者の
介護保険料基準額

（月額）

第６期
平成27年度～平成29年度

第７期
平成30年度（2018年度）
～平成32年度（2020年度）

平成37年度（参考）
2025年度

５，４００円 ５，９００円 ７，６００円
※平成37年度（2025年度）については、介護報酬改定、準備基金の取り崩しがないものとした推計です。

所得段階 対象となる方 基準額に対する
割合 保険料（月額）

第１段階

◦生活保護受給者
◦老齢福祉年金受給者で住民税非課税の人
◦住民税非課税世帯で、公的年金等の収入額と合

計所得金額の合計額が年間80万円以下の人

0.47 2,780円

第２段階
住民税非課税世帯で、公的年金等の収入額と合計
所得金額の合計額が年間80万円を超え120万円以
下の人

0.71 4,190円

第３段階 住民税非課税世帯で、公的年金等の収入額と合計
所得金額の合計額が年間120万円を超える人 0.75 4,430円

第４段階
住民税課税世帯で、本人に住民税が課税されてい
ない人のうち、公的年金等の収入額と合計所得金
額の合計が年間80万円以下の人

0.9 5,310円

第５段階
住民税課税世帯で、本人に住民税が課税されてい
ない人のうち、公的年金等の収入額と合計所得金
額の合計が年間80万円を超える人

1.0 5,900円
（基準額）

第６段階 本人に住民税が課税されていて、合計所得金額が
年間120万円未満の人 1.125 6,640円

第７段階 本人に住民税が課税されていて、合計所得金額が
年間120万円以上200万円未満の人 1.25 7,380円

第８段階 本人に住民税が課税されていて、合計所得金額が
年間200万円以上300万円未満の人 1.5 8,850円

第９段階 本人に住民税が課税されていて、合計所得金額が
年間300万円以上500万円未満の人 1.75 10,330円

第10段階 本人に住民税が課税されていて、合計所得金額が
年間500万円以上の人 2.0 11,800円

※第１段階の保険料は、上記金額からさらに公費により軽減を行います。
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介護の仕事をやってみたい方、スキルアップを目指す皆さん必見。
ぜひご参加を !

　介護人材の確保と育成を目的に、介護職員初任者研修を社会福祉法人雲南市社会
福祉協議会へ委託して実施します。�

実 施 期 日　　平成30年５月16日（水）～10月24日（水）
　　　　　　　　（週に１回ずつ、毎週水曜日を基本に24回）

対 　 　 象　　雲南圏域（１市２町）に住所を有する又は雲南地域の介護保険事業所に就労
若しくは、就労を希望している平成30年４月１日時点で満65歳未満の方

会 　 　 場　　三刀屋健康福祉センター　（実習は別会場になります）

受 講 定 員　　20名

受  講  料　　45,000円（資料・テキスト代含む）

募 集 期 間　　平成30年３月14日（水）～平成30年４月６日（金）

申  込  先　　申込み及びお問い合わせは、各市町社会福祉協議会まで
　　　　　　　・雲南市社会福祉協議会　　TEL 0854-45-9888　FAX 0854-45-2211
　　　　　　　・奥出雲町社会福祉協議会　TEL 0854-54-0800　FAX 0854-54-0801
　　　　　　　・飯南町社会福祉協議会　　TEL 0854-76-2170　FAX 0854-76-2086

研修を終えて今感じることは、週１回仕事をしながらの受講でしたが、無理な
く受けることができました。研修の内容は介護の基本や知識や技術の習得だけ
ではなく、利用者様に対しての接し方（接遇やコミュニケーション技法）など、
これまでの自分自身の考え方を見直す機会でもありました。職場のチームの一
員として今後に生かしたいと思います。

以前から興味があった介護職員初任者研修を広報で見つけ、やってみたいと思
いました。
実際の研修では久しぶりに長い時間座り続ける事が辛かったですが、たくさん
の友達ができ、無事合格することができました。福祉の仕事に出会えた事は、
本当にうれしいことでした。
今後も人の気持ちに寄り添った介護をしていきたいと思います。

介護職員初任者研修実施 !!介護職員初任者研修実施 !!

昨年受講された方の
感想昨年受講された方の
感想
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　電気は、私たちの生活の中でなくてはならない存在となっています。身の周りには電
気製品などがあふれ、コンセントやプラグ、電気コードなどの管理を怠ると火災が発生
する危険性があります。正しく使用して火災の発生を防ぎましょう!!

　電気火災を防ぐポイント
　・差込みプラグは、コンセントとの間に緩みがないか点検しましょう。また、ほこりがた

まらないように定期的に清掃しましょう。
　・差込みプラグは、コード部分を持って引っ張らないで、プラグ本体を持って抜きましょう。
　・電気コードが、ドアに挟まったり家具の下敷きになったり、キャスターが通過したりす

るなど、押しつけや踏み付けなどにより傷つかないように注意しましょう。
　・電気コードを束ねたり、折れ曲がったりした状態で使用しないようにしましょう。
　・使用後はスイッチを切り、 プラグをコンセントから抜く習慣を身につけましょう。
　・コンセントや電気コードには、使用できる電気量に制限があります。表示されている電

気量を確認して使用しましょう。

　近年、多くのご家庭で使用されているものに、
ＩＨクッキングヒーターがあります。
　火を使わずに調理ができるという点では、確か
に安全と言えるのですが、使い方を誤ってしまう
と、火災や事故が発生する危険があります。
　ＩＨクッキングヒーターの特徴のひとつに「加
熱する力が強い」ことが挙げられます。揚げ物を
するため、小さな片手鍋に、てんぷら油を100ml
程入れて急速に加熱し、安全装置の作動が間に合

火を使わないから絶対に安全？「ＩＨクッキングヒーター」

わず火災になった事例もあります。取り扱い説明書をよく読み、正しい使い方をしましょ
う。

電気コードなどからの出火に   注意しましょう

①正常時の電気コード内部の様子 ②踏みつけ、押しつけ、屈曲や引っ張りで芯線の一部が断線した
　状態。このまま使用を続けると、さらに断線本数が増える。 

③芯線が部分的に断線した電気コードに電流が
　流れると、断線部分で発熱する。

④温度の上昇が続くと、絶縁被覆が熱で溶かされショートする
　場合がある。

断線発生

電気コードの断線・ショートの仕組み

通電時に発熱する。 異常な発熱で被覆が溶けて異極の芯線と接触しショート。

被覆

芯線

踏
み
つ
け
、押
し
つ
け

屈
曲
な
ど
の
外
力
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　春先は空気が乾燥し、強い風の吹く日が多く、火災が起こりやすい季節です。
　雲南消防本部管内では、毎年火災件数の約４割以上が、たき火による火災で、３月か
ら４月にかけて特に多く発生しています。

　たき火による火災のほとんどが、ちょっとした不注意で発生しています。たき火をす
る時は、次のことを必ず守ってください。
　・風の強い日は、たき火をやめましょう。
　・燃えやすい物のそばでたき火をしないようにしましょう。
　・たき火をするときは、水を用意しておきましょう。
　・たき火をするときは、その場を離れないようにしましょう。
　・たき火が終わったら水をかけて確実に消しましょう。

たき火による火災の防止

　・たき火、キャンプファイヤーなどを行う際の木くず等の焼却
　・農業者が行う稲わら等の焼却、林業者が行う伐採した枝等の焼却
　・とんど焼き等の行事における門松、しめ縄等の焼却

　　　これら一部の例外を除き、廃棄物を焼却することは禁止されています。

平成30年度　甲種防火管理新規講習・再講習（お知らせ）
講習種別、講習日、講習会場等
開催地 講習種別 定員 講習日 受付期間 講習会場
雲南市 新規 100 平成30年7月5日・7月6日 5月28日㈪～6月14日㈭ 雲南市

チェリヴァホール

松江市

新規 100 平成30年5月9日・5月10日 3月28日㈬～4月13日㈮
松江市

くにびきメッセ
新規 100 平成30年8月28日・8月29日 7月17日㈫～8月3日㈮
再 100 平成31年3月上旬（予定） 1月28日㈪～2月5日㈫

新規 100 平成31年3月上旬（予定） 1月28日㈪～2月15日㈮

出雲市
新規 150 平成30年6月5日・6月6日 4月23日㈪～5月15日㈫

出雲市　朱鷺会館再 100 平成30年6月27日 5月21日㈪～6月6日㈬
新規 150 平成31年2月14日・15日 1月7日㈪～1月25日㈮

大田市 新規 100 平成30年7月19日・7月20日 6月4日㈪～6月22日㈮ 大田市　あすてらす

講習種別、受講料等 受講申込・問い合わせ先
（一社）島根県消防設備協会

島根県松江市北堀町15 北堀町団体ビル２階
TEL 0852-33-7255　申込FAX 0852-33-7291

講習種別 講習時間 受講料金
甲種防火管理新規講習 ２日間（概ね10時間） 7,500円
甲種防火管理再講習 半日（概ね２時間） 6,500円

受験願書及び試験手数料払込書は、消防本部及び各消防署にあります。
詳細については、（一社）島根県消防設備協会（TEL 0852-33-7255）にお問い合わせください。
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火災・救急・救助・ドクターヘリ統計
火災出動 26件 （平成28年　31件）

救急出場 2385件
内管外へ５件出場

（平成28年　2201件　内管外へ６件出場）

救助出動 71件
内管外へ４件出動

（平成28年　55件　内管外へ６件出動）

総出動件数　　　　　
平成29年１月１日
～12月31日
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転院搬送
88

転院搬送
88
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45

一般負傷
45

交通　17
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一般負傷
84
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労働災害　5 自損行為　10

加害　1
その他　1

611
件急病

888
急病
888転院搬送

181
転院搬送

181

一般負傷
249

一般負傷
249

交通　103交通　103

労働災害　14

自損行為　12

運動競技　11

火災　4

その他　2

1464
件

建物
5

建物
5

林野
5

林野
5

その他
4

その他
4
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町
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町
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町
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町
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6
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6
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2
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2

その他
1

その他
1

9
件

建物
1

建物
1

その他
2

その他
2

3
件

交通
31
交通
31

その他
14

その他
14

45
件

交通事故
13

転院搬送
4

転院搬送
4

急病
22
急病
22

一般負傷
9
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9

労働災害
4
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4
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件
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9
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9
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5
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5
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1
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1
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3
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3
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4
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4

自損行為　1自損行為　1労働災害　1労働災害　1
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交通
4
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4
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3

その他
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1
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件

ドクターヘリ出動 122件 （平成28年　179件）



イベント情報 2018イベント情報 2018イベント情報 2018 時

入

問

時間

入場料･参加料

お問い合せ

参

問

日本さくら名所100選「斐伊川堤防
桜並木」に代表される市内の桜どこ
ろを堪能してください。

雲南市 桜まつり

3月下旬～4月下旬
雲南市内

メインイベントは4月7日（土）・8日（日）

雲南市内各所
メインイベント：ＪＲ木次駅付近

雲南市観光振興課
☎ 0854-40-1054

時

チェリヴァシアター「幼な子われらに生まれ」
4月22日（日） 雲南市木次町

雲南市木次経済文化会館チェリヴァホール（2 階ホール）
直木賞作家・重松清の同名小説を浅野忠信、田中麗奈主演で映画化した
ヒューマンドラマ。

10:00～、14:00～（開場は開演の30分前）

©2016「幼な子われらに生まれ」製作委員会

問雲南市木次経済文化
会館チェリヴァホー
ル
☎ 0854-42-1155

入ペア（前売のみ・会員限定）1,500円
一般前売：1,300円
会員前売：1,000円
シニア（60歳以上）・
小中高前売：500円
※当日は200円増 
※未就学児無料

5
日 火 水 木 金 土

7
14
21
28

2
9
16
23
30
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17
24
31
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11
18
25
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12
19
26

6
13
20
27

月

勤労感謝の日

憲法記念日 みどりの日 こどもの日

1
8
15
22
29

4月29日（日・祝）奥出雲町竹崎
船通山カタクリ登山

時 8:30～

船通山（奥出雲町竹崎）
薄紫の可憐なカタクリの花を目指
し、船通山山頂までお一緒に登山を
楽しみませんか？

問奥出雲町役場商工観光課
☎ 0854-54-2504

時 10:00～

5月3日（木・祝）雲南市吉田町
子安観音祭
吉田公園・本町通り・稲わら工
房周辺
厳かに、賑やかに、つつじ舞うたた
らの里の稚児祭り。春の吉田へどう
ぞお越しください。

問子安観音祭実行委員会（吉田総
合センター自治振興課内）
☎ 0854-74-0211

4
日 火 水 木 金 土

2
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月

振替休日昭和の日

奥出雲町三成

18
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問
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お問い合せ

参

時 9:00～

5月27日（日）

要害山周辺（雨天の場合は三沢公民館）
手作り甲冑を着て三沢の町から要害山までほら貝
や太鼓の音を響かせて武者行列をします。

奥出雲町三沢
要害山山開き・山城祭

問三沢公民館　☎0854-54-0331

時 10:00～

6月10日（日）
東三瓶フラワーバレー第27回ポピー祭
飯南町志津見 東三瓶フラワーバレーイベント会場
６ha にポピーが咲き、ステージでは地元特産品が当たる
抽選会などイベントが盛り沢山。

ポピー祭実行委員会事務局
☎ 0854-76-2864

問

飯南町志津見

５月20日（日）
ぼたんまつり2018 in 飯南
飯南町役場職員駐車場周辺
神楽やよさこい踊りなどの各
種イベントや特産品を中心と
したテント村が並びます。

問（一社）飯南町観光協会
☎ 0854-76-9050

飯南町上赤名

時 10:00～

時 10:00～

5月3日（木・祝）

三成遊園地（雨天の場合は三成幼児園遊戯室）
バルーンあそびやシャボン玉あそびなど親子
で楽しめる企画満載です。

青空出前保育 in 三成遊園地

問三成幼児園　☎0854-54-0200

日 火 水

6
木 金 土

7
14
21
28

2
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1
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3
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13
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27

月

19



雲南広域連合 
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携帯観光サイト［うんなんナビ］

さくらの名所【雲南市】

　雲南市内では、３月初旬に開花する大東町赤川沿いの河津桜を皮切りに、ソメイヨシノ、笹部
桜（木次町「おろち湯ったり館」周辺）、御衣黄（三刀屋町三刀屋川河川敷周辺）、八重桜などさ
まざまな品種のさくらが春を演出してくれます。雲南市は、４月下旬までお花見を楽しむことが
できるさくらの名所です。
　中でも、木次町の「斐伊川堤防桜並木」は、日本さくら名所100選に選定され、一級河川「斐
伊川」に沿って続く約２kmの桜並木には毎年10万人近くの人が訪れます。見ごろを迎える４月
上旬には、およそ800本の桜が咲き乱れ、さくらのトンネルをつくります。
　雲南市ではさくらの手入れ専門職「さくら守」を中心に１年を通じてさくらの手入れを行って
いるほか、市内のお店ではさくらを使った「桜染め」やスイーツなども販売され、さくらを活か
した取り組みが進められています。


